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はじめに 

近年、頻発する集中豪雨や台風等により、全国的にもため池の決

壊等が発生しています。本市には面積600㎡以上の比較的大きなた

め池が約50か所あり、小さなため池も含めると百数十か所あると思

われますが、いずれも築造から⾧い年月を経ており、老朽化が進ん

でいる状況です。将来的に、南海トラフ地震の発生も予想されてお

り、被害を最小限に抑えるためにも、日頃よりため池の状態を把握

して、適切に管理する必要があります。 

本マニュアルでは、ため池の管理者による適切な維持管理を促進

するため、ため池の適切な管理に必要な基本的事項や重要なポイン

ト、日常管理のルール等をまとめました。 

日常管理における維持管理や点検、非常時の対応の際にご活用く

ださい。
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1  ため池の役割と構造 
 

 
 

（１）ため池の役割 

ため池の水は、農業用水としてだけでなく、防火用水など地域用水としても活

用されています。また、ため池は農業用水を貯留するだけでなく、豪雨時には雨

水を一時的に溜める洪水調節や土砂流出の防止などの役割、様々な生物の生息場

所としての機能もあります。 

 

 
 

図１ ため池の主な機能 

 

＜ため池の主な機能＞ 

○農 業 用 水 の 貯 留:農業用水を貯め、必要に応じ補給 

○洪 水 調 節:豪雨時に一時的に洪水を貯留 

○土 砂 流 出 防 止:上流から流入する土砂や土石流を溜める 

○生 態 系 の 保 全:水生植物、昆虫類等の生息場所 

○保 健 休 養:地域の人々の憩いの場 

〇そ の 他 の 機 能:防火用水などへの活用  



1  ため池の役割と構造 
 

 
 

（２）ため池の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ため池の施設 

○堤体 
ため池の堤体は川や谷を横断し、土を盛り立てて造られる土木構造物です。堤

体の上流から流れてくる水を堰き止め、堤体と堤体上流の地山で囲まれた空間

（貯水池）に貯水するという最も重要な働きをします。そのため、通常は細粒分

の多い土を突き固めて作られていることが多く、場合によっては水を通しにくい

粘土分の多い土を突き固めた土の層（遮水ゾーン）を堤体の一部に入れているも

のもあります。 

また、堤体法面に降った雨を排水するため、堤体下流の小段等に水路（承水

路）が設けられている場合があります。 

 
 
 

 

図3 ため池の断面図  



1  ため池の役割と構造 
 

 
 

○洪水吐 
大雨時に貯留水が堤体を越流しないよう

に、貯水池に流入した水を安全に流下させる

ための施設です。 

 

                                              

                                                   写真１ 洪水吐（最早池） 

 

 
○取水施設 

ため池の水は、取水孔部から取り入れられ、斜樋及び底樋を通って用水路に送

られます。斜樋は通常何段かに分かれて取水ゲート又は栓が設置され、水位に応

じて水面付近の温かい水を取水できる構造になっています。底樋は斜樋から取り

入れた用水の通り道であるとともに、ため池の底部にあって、ため池を空にする

ための排水施設としての役割も担っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 取水施設の構造例            写真２ 取水部（円通池）   



1  ため池の役割と構造 
 

 
 

○張石（張ブロック等） 
ため池は山や谷から流れ出る水をせき止めやすい地形を選んで造られています

が、強い風が吹きやすいところでもあります。ため池の水面上に強い風が吹くと

波浪が発生し、土を材料とする堤体が浸食されてしまうことから、これらを防ぐ

ために張石（張ブロック等）を設置します。 

 

 
写真３ 張ブロック（惣喜池） 



1  ため池の役割と構造 
 

 
 

（３）豪雨・地震によるため池の決壊メカニズム 

豪雨時に、大量の雨水がため池に流入し、貯留水が堤体を越流すると、越流水

によって堤体が浸食され、非常に危険です。また、雨水が下流法面に大量に浸み

込むと、下流法面が崩壊する場合があります。 

地震時には揺れによって、土の強度が低下して、法面の崩壊や堤体の沈下によ

り決壊することがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 被災形態 

 



2  日常管理 
 

 
 

・日常管理は、早期に施設の異常を発見し、決壊や自然災害を未然に防ぐ手段です。 

・樋の操作や草刈り作業時には、常時の点検をお願いします。 

・定期的な点検については、ため池チェックシート（P.26）を参照し、年に１回

は詳細な点検をしてください。 

・不慮の事故を防止するため、作業する際は必ず２人以上で行いましょう。 

 

（１）上流の山林及び開発の状況の確認 

ため池の上流にある山林が伐採されたり、台風による倒木等が放置されたまま

となったりしていると、ため池に流れ込む水量が一時的に集中したり、流入する

流木やゴミが増加したりすることがあります。 

これらは、洪水吐の排水能力を越えた水の流入や、ゴミによる閉塞を引き起こ

しかねず、堤体の崩壊に繋がる可能性があります。 

また、宅地化等、周辺が開発されることにより、雨水がため池に流入する時間が

早まり、降雨時におけるため池内の水位上昇がこれまでより早くなるおそれがあ

ります。 

このため、近寄った際は、ため池上流の山林など周辺の状況を見ておきましょ

う。 

 

（２）堤体の草刈りと点検 

堤体の草刈りにより、はらみだし（※法面がせり出していること）や漏水など

の変状を見つけやすくなります。漏水はため池の水位が高いときに発見しやすい

ため、少なくとも毎年１回、満水時期を考慮して草刈りを行い、草刈り後は法面

をよく踏みしめた後、堤体の点検を行いましょう。 

特に漏水は、ため池の決壊につながる恐れがあるので、濁りの有無や漏水箇

所、漏水量の変化等に十分に注意して確認を行いましょう。 

また、法面の陥没や亀裂、はらみ等の変状については、毎回の点検時に変状箇



2  日常管理 
 

 
 

所のスケッチや写真で記録することで、その変状が進行性のものか判断すること

に役立ちます。 

 

（３）洪水吐の清掃 

ため池の洪水吐は、豪雨の際に堤体を守るため、上流で発生する洪水を安全に

下流へ流すものです。このため、越流断面内に障害物があると、ため池が溢れて

決壊する可能性があるため、洪水吐の土砂や流木はこまめに取り除きましょう。 

また、貯水量を増やすために、洪水吐流入部の上に土のうや角落し（※板等を

落とし込み、水をせき止めること）等をすると、ため池が溢れる可能性を高める

ため、絶対に設置してはいけません。 

 

 

 

 

写真４ 洪水吐流入部 

 

 

 

 

 

 

図6 洪水時の水位の違いのイメージ 

 

  



2  日常管理 
 

 
 

（４）貯水と取水 
ため池の貯水位を急上昇あるいは急降下させると、堤体を浸透する水が原因で

堤体が壊れたり、法面が滑ったりすることがあります。 

⾧期にわたり落水させていた場合は、一気に満水まで貯めずに漏水等を確認し

ながら徐々に貯水するようにし、逆に水位を下げるときは、緊急放流の場合を除

き、斜樋を上から順に開けていくなど、徐々に下げるようにしましょう。 

また、巻上げ機、ゲート、斜樋の蓋等は定期的に潤滑油の注油や清掃等を行うと

ともに、施設の動作に異常を発見した場合には速やかに点検し、修理しましょう。 

（５）落水 
洪水吐や斜樋、底樋、堤体上流側の張石等の点検のため、かんがい期の終了後

に１回はため池の水を落としましょう。その際、ゴミなどの詰まりが無いか確認

し、下流水路の許容流量を考慮して放流するとともに、下流水路への影響が考え

られる場合は、あらかじめ関係する水利団体等に事前に連絡をしましょう。 

（６）安全施設 
ため池周辺では、市街化が進んでいるところも多く、転落事故などの危険性が

あります。このため、安全柵や進入防止柵の破損など事故につながる危険な箇所

がないか、日常的に点検や確認をしておくことが必要です。破損している場合は

ロープなどで人が立ち入らないようにし、速やかに修理を行いましょう。 

また、洪水吐付近や道路に面している堤体など、人が転落する危険がある箇所

は安全柵や進入防止看板等を設置しましょう。 

 

 

 

 

 

写真５ 安全柵の設置例（今池）  



3  非常時の対応 
 

 
 

・豪雨や地震等による災害に備えて、情報連絡体制を整備しましょう。 

・現地で行動する際は、安全確保のため必ず２人以上で行動しましょう。 

・降雨前に事前放流等により水位を下げておくことで、ため池の空き容量（流入

する洪水を貯留する容量）を確保しましょう。 

 

（１）緊急体制の整備 

豪雨や地震等による災害の可能性が予測される場合は、ため池の防災の観点か

ら、監視や緊急点検等の対応に加え、円滑に関係機関と連絡できる体制が必要で

す。 

このため、日ごろから非常時の人員や必要資材を確保するとともに、災害が発

生した際は、速やかに市の担当部署に連絡、報告等を行えるよう、緊急時の連絡

先（電話番号、ＦＡＸ番号、メールアドレス等）を整理し、関係者で情報共有を

行いましょう。 



3  非常時の対応 
 

 
 

図７ 連絡体制フロー（平時・非常時）  

■非常時(降雨・地震) 

■常時 

日常点検(管理者) 
枚方市 農業振興課 

Tel：072-841-1221 
Fax：072-841-1278 

E-mail： 
nousei@city.hirakata.osaka.jp ため池チェックシートを参照 

定期点検(大阪府・枚方市) 

不具合がある場合 

点検結果の連絡 

各ため池管理者 

情報収集 

気象情報 
市からの情報等 

事前放流 
(低水位管理) 

状況に応じて 

緊急放流 

危険水位に達する恐れがある場合 

(洪水吐の流出よりも流入が多い) 

降雨が見込まれる場合 

震度 4 以上の地震発生 

緊急点検 

点検結果の報告 

状況報告 

消防団 
応急対策 

市・府 
・シート掛け 

・土のう積み 

     等 

枚方市 農業振興課 

Tel：072-841-1221 
Fax：072-841-1278 

E-mail： 
nousei@city.hirakata.osaka.jp 
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（２）事前放流、低水位管理の実施 

降雨予測等を基に、ため池の貯留水を事前に放流し水位を下げておくことで、

雨水を一時的に貯留する容量が確保されることから、下流の浸水被害を軽減させ

ることができ、併せてため池の決壊を防止する効果も期待できます。また、水を

使わない時期に予め水位を下げておくことも同様の効果が得られます。 

なお、⾧期間、低水位管理を継続していると、草の根が堤体深くまで伸びた

り、動物が穴を開けたりして、堤体の遮水性が低下する可能性があります。豪雨

の危険がない時期に、年に一度は満水位まで水位を上昇させるようにしましょ

う。 

また、農業用水の利用に支障が出ないよう、事前放流量や水位を下げておく時

期などについては、地域の水利用実態や降雨量を踏まえながら事前に決めておく

ことが必要です。 

 

 

 

図８ 事前放流イメージ図 

 

 

 

 

図９ 低水位管理イメージ図  
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（３）大雨・洪水時 

天気予報により大雨や局地的豪雨が予想される場合は、関連情報に注意し、気

象台の注意報・警報の発表に合わせて防災体制に入りましょう。なお、ため池の

監視を行う際は、十分に身の安全に注意するとともに、危険水位に達するおそれ

がある場合は、速やかに市の担当部署に連絡しましょう。 

 

①大雨・洪水や局地的な豪雨の時は、身の安全を確保しつつ行動してください。
なお、豪雨時に近づくのは危険と判断されるため池については、カメラや水位
計※を設置し、遠方で監視することも安全確保の点からも有効です。 

・水位の上昇量を一定の時間おきに調査 
（予め15 分毎などと決めておく） 

・浮遊物に樹木が混ざったり、流入水が急激に濁ったりした場合は、流域
に山崩れや土石流の発生のおそれがあるので水位上昇に注意。 

・洪水が溢れて堤体を越流していないかを確認。 
・流域の状況に注意。特に山崩れの起こりやすい場所は要注意。 
・その他急変の場合は、早急に市の担当部署へ連絡。 

②水位が危険水位に達することが予想される場合、その他急変の場合は、速やか
に市の担当部署へその旨を伝達して緊急放流などの応急対応を検討してくださ
い。 
（市は避難勧告等を検討します。） 

③豪雨が止み、洪水の流入量が減少、又はため池の水位が低下した後も監視者は
待機して観測を継続し、堤体などの安全が確認された後に体制を解除してくだ
さい。 

 
※現在、枚方市では簡易水位計の設置を進めております。 

ため池ハザードマップを作成したため池を対象に順次設置を行う予定です。 
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（４）地震時（地震発生後） 

震度4 以上の地震があった場合は、十分に身の安全に注意しながら速やかに目

視によりため池の外観を点検し、点検結果を速やかに市の担当部署に連絡してく

ださい。異常が無い場合も、報告を行ってください。 

 
① 緊急点検（２４時間以内、速やかに）緊急点検を実施。 

 
・堤体全体（亀裂、崩壊、段差等） 
・堤体や洪水吐（漏水、亀裂、崩壊、段差等） 
・洪水吐の障害物 
・周辺地山の段差、亀裂 
・流域の地山の崩壊、地すべり等 
 

② 被害の発見 
ため池の堤体に亀裂、漏水等の被害が確認された場合は、市の担当部署に急

報してください。 
なお、気象情報や流入水の状況などから危険水位以上に水位上昇し、決壊の

おそれのあると判断された場合は、市の担当部署へその旨を伝達して緊急放流
などの応急対応を検討してください。（市町村は避難勧告等を検討します。） 

 
③ 継続点検（１週間を目安） 

比較的強い地震の場合は、発生直後に被害が認められなくても、一定期間を
経過した後被害が発生することがあります。このため、１週間を目安に緊急点
検と同様の目視による点検を行い、異常があれば、市の担当部署へ連絡してく
ださい。 
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（５）応急措置 

大雨・洪水時、または地震時におけるため池の監視あるいは緊急点検で、堤体

の著しい変状等により決壊が予想される場合は、速やかに市の担当部署へ連絡す

るとともに、下流域の安全を確保するため、管理者は可能な応急措置を講じてく

ださい。 

なお、応急措置を講じる場合には、十分な安全確保ができることを確認し、安

全が確保できない場合にはため池には近づかないでください。 

 
 
① 緊急放流 

ため池の堤体に豪雨や地震によるすべり、亀裂、漏水等の異常が発生した場
合、管理者は二次災害を防止するために緊急放流を行い、安全な水位まで下げ
てください。この時、水位急降下による堤体上流法面のすべりや下流水路が溢
れるおそれがありますので、放流量に注意してください。 

緊急放流を行う場合は、下流住民及び市の担当部署と十分に連絡調整を行い
ます。 
 

② 応急対策 
ため池堤体の法面にすべり、沈下、亀裂、陥没、崩れ、はらみだし、漏水等

の変状が確認された場合は、市の担当部署へ速やかに連絡します。 
管理者は、市、消防団等と連携し、土のう、シート、むしろ、カマス、縄、

杭等あらかじめ用意した応急資材を持ち現地に急行し、シートかけ、土のう積
みなど被害拡大を防止するための応急対策を実施してください。 

なお、ため池が越水しそうな場合や堤体が崩れている場合は、堤体の下流側
から近づくことは絶対に避けてください。 

 



４ ため池チェックシート 
 

 
 

（１）チェックシートの活用について 

このチェックシートは、ため池の日常点検作業の中で確認する際の具体的なポ

イントを整理したものです。 

市の担当者等への報告には巻末の様式を使用ください。 

ここに示すような項目の変状が、新たに確認された場合には、市の担当者に相談

してください。 

また、このチェックシートに載っていなくても、安全上問題と思われる現象が

みられた場合は市の担当者に相談してください。 

なお、変状が確認された箇所には、変状箇所の大きさの測定や写真撮影を行う

など、記録として残してください。次回以降も継続して点検を行い、経年や貯水

の変動による状態変化を確認しましょう。 

 

  



４ ため池チェックシート 
 

 
 

（２）各施設のチェックポイント
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４ ため池チェックシート 
 

 
 

 

変状の箇所と内容 チェック欄

堤 体

① 堤体法面に「陥没」や「亀裂」、「はらみ出し」が生じている箇所がある。

② 堤体法面のリップラップ材、張石、積みブロックなどに損傷や浸食箇所がある。

③ 堤体の下流法面に湿潤土壌を好む「シダ」「フキ」「コケ」類の繁茂等、植生
の変化が見られる。

④ 堤体の”へり”の部分から湧水が見られる。

⑤ 堤体の下流法面や小段の承水路で水のしみ出しや湧水、堆砂が見られる。

⑥ 接続道路からの排水による堤体の浸食が見られる。

洪水吐

⑦ 水路コンクリート表面のひび割れから漏水が見られる。また、鉄筋がむき出し
になっている箇所がある。

⑧ 水路壁の天端のはらみだし、また水路内側へたわみが見られる。

⑨ 水路の底版や側壁に激しいすりへりや損傷が見られる。

⑩ 洪水吐内又はその下流水路に植物の繁茂が見られる。※

⑪ コンクリート（洪水吐）と堤体の境界に隙間が見られる。

観測施設
⑫ 雨も降らないのに漏水量が最近になって急増した／漏水に濁りが生じてきた。

⑬ 堤体内水位の計測値がこれまでの傾向と異なる値を示した。

取水施設

⑭ 斜樋が損傷している。底樋が破損したり通水阻害を生じたりしている。※

⑮ コンクリート（斜樋）と堤体の境界に隙間が見られる。

⑯ ゲート周りに漏水が生じたり、周辺に土砂やゴミが堆積したりしている。※

⑰ 取水ゲート全閉にも関わらず底樋出口から泥水が出ている。

⑱ 下流地盤において、湿地や水溜りが見られる。

ため池内・堤
体周辺の斜面
と法面

⑲ ため池内で大規模な斜面の崩壊や連続した亀裂・湧水が発生している箇所があ
る。

⑳ 堤体に近接した法面で、連続した亀裂・湧水が発生している箇所がある。

安全管理施設

㉑ 部材接合部のボルト抜け、柵の破れ、老朽化等の破損は無い。

㉒ 門扉に鍵がかけられている。破れていない。常時閉められている。

㉓ 看板の文字が消えていない。人目に付く場所に設置されている。

㉔ 通常有すべき安全性のチェックリストを確認している。

その他特記事
項

上記の「※」がついている項目が確認された場合、速やかに流木や枯れ枝、植物やゴミ等を除去して
ください。

送信先 様 送信元 氏名

連絡先 TEL：
FAX：

TEL：
FAX：

【用件】 ＜ ため池に関する報告＞

本ため池について点検の結果、以下の確認をしましたので報告します。

観測日： 年 月 日 天候： 記録者名：

ため池水位（水深）： m 該当する箇所に〇



5 
参考資料 
枚方市ため池(満水面積600㎡以上)一覧表 

 

 
 

名称 所在地 天端幅 堤高 総貯

水量 

満水面積 水防 

ため池 

耐
震
性
調
査 

テ
レ
メ
ー
タ m m 千㎥ ㎡ (水防値) 

長尾大池 長尾東町１丁目 4863 5.0 9.1 238 63,000 C H26 ○ 

御堂池 招提元町３丁目 1813 8.5 5.2 13 7,000 C H26   

荒阪池 長尾荒阪町１丁目 3979 3.0 0.0 22 9,000 - -   

西方池 長尾元町７丁目 1405 2.8 4.0 6 3,400 - -   

トンボ池 長尾元町３丁目 842 5.0 5.5 43 9,300 C H29   

今池 招提中町２丁目 1389 8.5 3.8 5 3,300 C H30   

招提新大池 招提東町３丁目 1271 3.0 7.1 215 83,000 C H27   

中宮大池 中宮大池４丁目 1468 7.5 7.0 115 40,900 B H27 ○  

最早池 野村北町 3286 3.0～2.0 4.4 50 20,000 C H26   

惣喜池 津田北町３丁目 3924 4.4 10.6 300 69,000 B H26 ○ 

津田地蔵池 津田元町４丁目 691 7.0 12.0 92 19,100 B H26 ○  

津田大池 津田南町２丁目 965 5.0 6.0 25 10,300 C H27   

新池 春日野１丁目 1609 3.5 4.8 33 17,300 C H29   

古池 春日野１丁目 1608 2.0 3.0 9 7,100 C H30   

林池 春日東町１丁目 487 3.0 5.0 24 12,000 B H28   

上谷池 大字杉 504 4.0 12.0 1 2,900 -  -   

大壷池 尊延寺 2703 1.8 8.0 21 6,500  -  -   

黒土池 春日東町 2-384 2.3 3.0 7 5,400 B H29   

奥之谷池 大字穂谷 2469 2.0 4.7 3 1,300  - -   

田中池 大字尊延寺 1837 2.5 6.8 6 2,100  - -   

口池 伊加賀南町 406  -  - 10 6,100  - -   

新池 穂谷３丁目 1718 6.0 7.8 5 1,700  - -   

国見池 大字津田 1192 2.0 7.0 5 1,700 - -   

井出口池 津田北町３丁目 2738 3.0 3.0 16 13,200 - -   

武生田池 尊延寺 1762 3.3 5.5 5 2,100 - -   

大西池 大字尊延寺 2910 1.5 3.2 2 1,300 - -   

高嶋池 大字尊延寺 2891 1.0 2.0 1 1,500 - -   

下谷池 大字杉 504 3.2 11.0 26 5,800 C H26   

下新池 藤阪南町３丁目 63 2.5 4.5 5 4,700 - -   

小北池 王仁公園町 2378 6.0 2.5 1 800 - -   

坊主池 岡山手町 484  - - 4 3,200 - -   

宮池 長尾宮町１丁目 4954 2.5 5.0 6 2,800 - -   

榊池 長尾元町６丁目 3654 2.5 5.5 24 10,700  - -   



5 
参考資料 
枚方市ため池(満水面積600㎡以上)一覧表 

 

 
 

名称 所在地 天端幅 堤高 総貯

水量 

満水面積 水防 

ため池 

耐
震
性
調
査 

テ
レ
メ
ー
タ m m 千㎥ ㎡ (水防値) 

文七池 長尾荒阪２丁目 3236 1.8 5.0 7 3,400 - -   

芳池 招提田近１丁目 2 2.0 0.5 1 6,500  - -   

招提丸池 招提元町４丁目 1790 3.5 2.0 6 7,100  - -   

中の池 東山２丁目 47 2.5 3.0 11 9,400 - -   

小倉池 北片鉾町 161 3.4 3.0 12 10,200 C H29   

奥志賀池 大字穂谷 1140 9.0 7.5 15 4,900 - -   

京佐池 津田東町 2 丁目 2170  -  - 1 960 - -   

鏡伝上池 楠葉丘 2 丁目 721  - - 19 10,300 - -   

森池 東山 1 丁目 68  - - 3 1,400 - -   

卯三郎池 長尾播磨谷 1 丁目 4357 2.0 2.2 2 1,200 - -   

福山池 大字尊延寺 2554 2.0 5.4 2 800 - -   

新堂池 招提北町 2 丁目 2476 0.3 2.0 1 700 - -   

梅次郎池 長尾荒阪 2 丁目 3266 1.6 4.0 4 1,200 - -   

※テレメータは令和4年3月時点の設置状況 

※水防値 A級:決壊時の被害が特に甚大なため池 

         影響度評価点1,000点以上 

         貯水量10万トン以上かつ堤高15ｍ以上 

      B級:決壊時の被害が甚大なため池(A級を除く) 

         影響度評価点250点以上 

         貯水量10万トン以上かつ堤高10ｍ以上 

       C級:決壊時の被害が大きいため池 

         A級、B級以外 


